
山
椒
と
砂
防
に
尽
力

　
高
山
市
奥
飛
騨
温
泉
郷
栃
尾

に
生
ま
れ
育
っ
た
竹
腰
藤
年
さ

ん
は
、
長
年
建
築
業
を
経
験
し

た
後
、
地
元
の
特
産
品
で
あ
る

「
高
原
山
椒（
た
か
は
ら
さ
ん
し
ょ

う
）」
の
生
産
や
加
工
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
４
年
頃
が
最
盛
期
だ
っ

た
山
椒
栽
培
で
す
が
、
後
継
者

不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
冷
地
で
育
っ
た
奥
飛
騨
の

山
椒
は
た
い
へ
ん
香
り
が
良
く
、

県
外
か
ら
も
需
要
が
あ
る
た
め
、

生
産
量
を
あ
げ
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
道
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
故
郷
で
あ
る
栃
尾
周

辺
で
は
昔
か
ら
川
の
氾
濫
が
多

く
、
被
害
者
も
出
た
大
き
な
災

害
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
、
土

砂
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
「
砂

防
事
業
」
の
推
進
に
も
尽
力
し

て
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
通
砂
防
理
事
長

高
原
山
椒
生
産
加
工
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た

け

こ

し

　

ふ

じ

と

し

香
り
高
い
自
慢
の
山
椒
と

　地
域
を
災
害
か
ら
守
る
砂
防

ど
ち
ら
も
奥
飛
騨
の
宝
物
や

　
　守
り
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
な

竹
腰

藤
年
さ
ん

高山市
上宝町

奥飛騨の山椒

病気や獣害には比較的強
い山椒ですが、アゲハ蝶
の幼虫が葉を食べるため、
見まわって駆除します。

気候に左右されやすく、
特に遅霜で芽が弱ってし
まうため寒さ対策が大切。

成熟した山椒を乾燥させて
黒い種を取り除き、緑色の
果皮を粉末にして香辛料に。

県外からも需要がある奥飛騨の
山椒ですが、後継者が少なく生
産量は減少しています。
定年後の人材や、副業として栽
培してもらうなどして担い手の
確保を考えています。

成熟した山椒を乾燥させて

未成熟な青い果実を
佃煮やちりめん山椒などに。

花山椒や葉を
料理の彩や煮物に。

未成熟な青い果実を

自生した山椒を
先人が改良したものが

「高原山椒」に繋がっています



いま、
  伝えたい

こと

（
文
・
絵
　
大
森
貴
絵
）

（
企
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）
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痛
ま
し
い
災
害
の
記
憶

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
栃
尾
で
は
、

焼
岳
の
火
山
活
動
の
影
響
で
地

質
が
も
ろ
く
、
た
び
た
び
川
が

荒
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
54
年
８
月
に
は
台
風
に

よ
る
集
中
豪
雨
が
引
き
金
と
な

り
、
地
区
を
流
れ
る
渓
流
・
洞
谷

（
ほ
ら
だ
に
）で
発
生
し
た
大
き

な
土
石
流
が
集
落
に
雪
崩
れ
込

み
ま
し
た
。

　
３
名
の
命
が
犠
牲
と
な
リ
、

多
く
の
家
屋
や
学
校
が
全
半
壊

す
る
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し

た
。
復
興
ま
で
に
は
３
年
以
上

も
の
期
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

砂
防
で
町
を
守
れ

　
災
害
を
く
り
返
さ
な
い
た
め
、

砂
防
の
必
要
性
を
感
じ
た
住
民

で
話
し
合
い
、
当
時
の
上
宝
村

や
新
潟
に
あ
る
「
北
陸
地
方
建

設
局
」へ
陳
情
に
行
き
ま
し
た
。

10
年
ほ
ど
要
望
を
続
け
、「
た

か
ら
流
路
工
」
の
建
設
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
う
ま
く
い
く
と
村
も

砂
防
に
さ
ら
に
前
向
き
に
な
り
、

功
労
者
で
あ
る
当
時
の
村
長
の

名
前
を
つ
け
た
「
し
の
ぶ
え
ん

堤
」
や
焼
岳
の
噴
火
に
も
備
え

ら
れ
る
「
地
獄
平
砂
防
え
ん
堤
」

な
ど
の
整
備
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
砂
防
が
出
来
て
か

ら
は
、
１
人
の
犠
牲
者
も
出
て

い
ま
せ
ん
。

　
平
成
17
年
に
高
山
市
と
合
併

す
る
際
に
は
、
奥
飛
騨
の
砂
防

が
衰
退
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

「
Ｎ
ＰO

法
人
神
通
砂
防
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
豪
雨
災
害
だ
け
で
な
く
、
火

山
の
噴
火
や
雪
崩
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
に
備
え
て
、
砂
防

の
重
要
性
を
広
く
伝
え
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

山椒も砂防も、奥飛騨を支えてくれるもの。次の世代にも
引き継いで大切にしていってくれることが願いやよ。
地域の安全を守ることが砂防の一番大切な役割やけど、奥
飛騨は観光地やでな。砂防の周りは景観を整えて、春は桜、
夏は蛍を見られるようにしたり、冬は近くの滝や砂防トンネ
ルをライトアップするなど、楽しんでもらえるような工夫も
しとるんやさ。

自然の景色に合わせて造
られている。魚のための
魚道や遊歩道も工夫。

階段状の構造で
氾濫を防ぐ。

自然の石を利用。公
園が整備され、憩い
の場としての役割も。

竹腰藤年さん

奥飛騨
さぼう塾新穂高

栃尾

道観松
砂防えん堤

福地

焼岳

さまざまな砂防

優れた景観デザインで
観光でも人気。

ＮＰＯ法人 神通砂防 理事長
高原山椒 生産加工業


